事　業　報　告　書

令和元年度

社会福祉法人　小国町社会福祉協議会
サポートセンター第二悠愛
障がい者支援施設　サポートセンター第二悠愛
　　　　　（第二悠愛活動支援センター　園内授産作業所　たんぽぽ授産作業所　愛あい工芸）
障害福祉サービス事業所　悠工房
　　　　　　　　　　　　（悠遊工房　らくらく窯　バイオディーゼル事業）
障害福祉サービス事業所　就労支援センター陽なたぼっこ
　（高齢者等向け配食サービス　就労支援事業　農福連携レストランすずかれん）
大豆工房　小国のゆめ

（節の穴埋め授産作業所　農福連携と6次産業化プロジェクト　清掃業務受託）
第二悠愛グループホーム事業所
第二悠愛自立生活援助センター

第二悠愛短期入所事業所
第二悠愛相談支援センター
（生計困難者レスキュー事業）
小国町地域活動支援センター
運営方針

施設は、できる限り居宅に近い環境の中で地域や家庭との結びつきを重視した運営を行い、その自立と社会経済活動への参加を促進する観点から、保護並びにその更生に必要な支援を行う。

支援の方針

1． 利用者の基本的人権を積極的に養護し、利用者一人ひとりをかけがえのない大切な存在として尊重していく。

2． 利用者のあらゆる生活の領域で自らの意志によって選択し、決定する権利を保障する。

3． 利用者一人ひとりのニーズに基づいた福祉サービスを提供する。

4． 利用者に係るサ－ビス計画の立案、個別支援計画の策定にあたっては、利用者本人及び家族の主体的な参加を基本とする。

5． 利用者の些細な意見、質問、苦情であっても真摯に傾聴し具体的な解決、改善を図っていく。

【令和元年度事業報告】　令和2年1月現在
障がい者支援施設　サポートセンター第二悠愛
　　　施設入所支援　定員40名（現員39名）
　　　生活介護　定員52名
　　　　　園内授産　6名（現員8名）
　　　　　第二悠愛活動支援センター　36名（現員44名）
　　　　　たんぽぽ授産作業所　　　　10名（現員13名）【出張所；和き愛あい】
生活訓練　定員6名（現員6名）
　　　短期入所「併設型」定員4名（利用者12名）
○　障がい福祉サービス事業所　悠工房　
　　　生活介護　30名（現員39名）
· 障がい福祉サービス事業所　就労支援センター　陽なたぼっこ
　就労継続支援Ａ型　定員20名（現員18名）
　　　就労移行支援　定員6名（現員5名）　　実習先；梅田農園・ヤマニ製材所
就労支援　　就労20名以上　
【製材所・縫製工場・飲食業・スーパー・旅館・畜産・建築・農業他】
〇　障がい福祉サービス事業所　大豆工房　小国のゆめ
　　　就労継続支援Ｂ型　定員20名（現員21名）
○　第二悠愛ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ事業所（介護サービス包括型）　　合計95名（現員92名）
悠愛ホーム（定員５名）　きよらの家（定員４名）　ひまわり（定員４名）　
秋桜（定員2名）　スマイルマウンテン（定員４名）　たんぽぽ（定員５名）　
あすなろ（定員７名）　陽だまり（定員１０名）　ステップワン（定員５）
すみれ（定員3名）　蓬莱（定員2名）　鉾杉（定員2名）
わいた荘（定員4名）せせらぎ（定員5名）  風音（定員5名）　悠華（定員5名）　
悠音（定員５名）　山風音（定員７名）　陽音（定員７名）　フットパス（定員４名）
〇　第二悠愛自立生活援助センター（現員4名）
☆　日中活動
　　　悠工房
陶芸作業所「らくらく窯」　　木工作業所「悠遊工房」（レーザー加工部門）　
バイオディーゼル事業
　　　陽なたぼっこ
高齢者向け配食サービス　　日中系サービス昼食提供　　農福連携レストラン　就労支援
豚カツ受託作業　　地熱豚足製造販売　おから茶・おからパウダー製造販売
　　　大豆工房「小国のゆめ」　　
節の穴埋め授産作業所　農業（大豆・野菜等栽培）　豆腐・揚げ等の製造販売　乾燥野菜
公共施設清掃業務　ＯＥＭ提携販売　
　　　悠ゆう館　　
たんぽぽ授産作業所（フルーツキャップ）　草木染め作業所「愛あい工芸」
　　　施設内作業所　　授産作業所（フルーツキャップ・温泉セット・菊芋商品）
　　　第二悠愛活動支援センター（旧万成小学校）
　　　　生活介護活動　「がまだし」「ひまわり」「コスモス」「つくし」「すみれ」
利用者　約１６５名
· 第二悠愛相談支援センター【一般・特定・児童】（小国町・南小国町委託事業）　　　　　計画相談；175名
· 第二悠愛地域活動支援センターⅢ型（小国町・南小国町委託事業）
平成３０年度の報酬改定では、平均収支差率（儲け）が１０％を超えた「放課後等デイサービス」「Ａ型事業所」「Ｂ型事業所」が減額改定の対象になりました。これは、営利法人が多く参入した事業であり、福祉の質よりも収益を確保することが重視された結果だといいます。報酬改定によって、元々人件費等の支出を抑えてきた営利法人に比べ、優秀な人材を確保するために人件費等を高めるなどの努力をしてきた福祉系法人が、減収によって廃業の危機に陥っているという調査結果が公表されました。就労支援センター陽なたぼっこ（Ａ型事業所）の場合、就業時間による基本報酬になった影響は限定的であり、大きな変動はありませんでした。但し、令和元年度は就業時間が5時間から4時間になったことで減収が予測されています。また、大豆工房小国のゆめ（Ｂ型事業所）の場合も、平均工賃による基本報酬になった影響は、単独事業所として分離したことにより変動はありませんでした。但し、Ａ型事業所と同様に、給付費を利用者への賃金（工賃）への支出に充ててはならないことから、今後工賃変動積立金の創設が必要になってきます。また、施設で消費又は加工する原材料を栽培しており、収益を生まない農業部門の新たな位置づけが必要になってきます。
施設入所支援においては、高齢化に伴う重度化が大きな問題になっています。29年度調査によれば、65歳以上の高齢利用者の内76.9%が施設入所支援に在籍しています。在籍期間は、10年以上の者が70.7%に達し、20年以上の者が43.2%になっています。また、施設入所支援の退所率は、4.1%になっています。このように、施設入所支援において、障がい者の多くが滞留（固定）していることが、高齢化や重度化の要因になっています。一方、サポートセンター第二悠愛では、平成29年度10名（8名；地域移行　1名；在宅　1名；入院）が退所し7名が入所しています。退所率は、25％です。平成30年度は、グループホームの開設がなく、3名退所（1名；死亡　2名；他施設入所）で7.8%になっています。平均年齢は、33歳です。施設入所支援も、今のところ通過施設として機能しています。但し、29年度調査によれば障がい者支援施設の個室利用は56.3%に及び、2人部屋を合わせた割合が9割を超えています。第二悠愛の施設入所支援での、個室化に向けた取組みの一層の推進が求められています。
日中系サービスの施設外設置は、徹底した職住分離により、5班の療育活動、木工作業、陶芸作業、草木染作業、2か所の授産作業、高齢者等向け配食サービス、農福連携レストラン、節の穴埋め授産作業、豆腐など大豆製品の加工販売、農福連携事業、職場実習、就労支援と多彩な活動拠点や就労支援サービスを展開しています。施設入所支援において、敷地外で日中活動をしている施設は、平成29年度全国調査では、障がい者支援施設の3.9%に過ぎませんでした。9割以上は、同一敷地内での活動が一般的であり、過去5年を比較しても大きな変動はないという結果でした。敷地外に活動拠点があるというのは、サポートセンター第二悠愛の特徴的な事業展開の一つです。
地域（移行）福祉では、小国郷内に20か所のグループホームを開設し、障がい者の多様な暮らしを支援しています。平成29年度全国調査によれば、生活介護を利用しながらグループホームで暮らす障がい者は、37.5％になって年々増加しています。区分4以上の入居者も増加しており、重度障がい者の地域移行が進んでいるという結果になっています。平成23年10月からグループホームの家賃補助（月額10,000円）が開始されましたが、全国調査によると自己負担額40,000円～60,000円／月が約53.3％を占めています。その他、60,000円／月以上が約22.2％。第二悠愛グループホーム事業所のように、自己負担額月額30,000円以下の事業所は、全体の4.7%にすぎません。30,000円～40,000円未満が、16.5%です。また、他の事業所では一般的な定額負担ではなく、実費負担額を入居者で按分しているため、グループホームごとに節約等の努力を反映した請求額になっています。（但し、最重度者向けグループホーム「山風音」「陽音」は、定額負担になっています）第二悠愛グループホーム事業所は、他事業所のグループホームに比べて、自己負担が安いという特徴があります。入居者の障がい支援区分では、全国的に非該当から区分３までが51.2%を占めています。区分4以上は45.5%であり、重度障がい者の地域移行が増加しています。それでも、自己負担額が40,000円／月を超えてくると、日中系サービスや休日の昼食代（約10,000円）、医療費などを差し引くと、障がい基礎年金2級の収入しかない場合は小遣いや余暇に充てられる費用は10,000円／月以下になります。障がい年金2級の収入しかない場合は、工賃や給料で賄うしかありませんが、全国調査によると収入10,000円未満／月が45.9%を占めており増加傾向にあります。重度障がい者の場合は、障がい基礎年金1級の収入しかなく、特に都市部ではグループホームの自己負担が高く、重度障がい者の地域移行が進まない原因になっています。
このように、グループホームの自己負担が安いという特徴は、収入が限られている重度障がい者の地域移行を推進し、サポートセンター悠愛の事業拡充に大きく寄与しました。その結果、20の共同生活住居に92名が暮らす事業に発展したのですが、全国調査によれば51人以上の定員を持つグループホーム事業所は、100／1,278事業所しかありません。九州では、13事業所。熊本県下では、定員が50人を超える事業所が５か所あり、第二悠愛グループホーム事業所は、入所授産施設を解体して誕生した熊本市の済生会グループホーム事業所（定員90名）を抜いて、県下最大の事業所になっています。また、重度障がい者の地域移行が推進され、区分4以上の入居者が59%になっています。これは全国平均（45.5％）を上回る数値です。特に、区分6の入居者が21名になり、全体の24％で約4人に一人が最重度の障がい者になります。
障がい者支援施設サポートセンター第二悠愛での新規入所者は、小国支援学校高等部卒業生3名、菊池支援学校高等部卒業生1名の合計4名が入所しました。また、疾患によりグループホームから転居した1名が入所しました。退所者は、平成31年3月に1名退所しています。1か月以上の長期入院の方も1名います。現在入所待機者が1名おり、定員減と個室化という目標達成が困難な状況が続いています。その原因の一つには、強度行動障がい者などの重度障がい者の受け入れ先入所施設が不足していることが挙げられます。
全国の就労継続支援Ａ型事業所については、一律に労働時間を短縮するなどの不適切な事例が増えてきたことから、厚生労働省は指定基準等を改正して規制を強めました。「Ａ型事業所は、生産活動に係る事業収入から生産活動に係る事業に必要な経費を控除した額に相当する金額が、利用者の支払う賃金の総額以上」でなければなりません。つまり、「賃金及び工賃の支払いに要する額は、自立支援給付をもって充ててはならない」というものです。その為、「就労支援事業別事業活動明細書」の提出が義務付けられ、必要経費を控除した収入が賃金の総額を下回った場合は、１年間の「経営改善計画書」を作成し実行しなければならなくなりました。陽なたぼっこの場合は、平成30年度が3,148千円の赤字であるため経営改善計画を提出しました。
しかし、就労支援センター「陽なたぼっこ」は、収益事業の実態がないなど問題のある事業所とは違い、地域の高齢者等に配食をする公益事業を行っています。福祉事業の一環で、独居老人や高齢者世帯への割引（一食100円引き）や地域コミュニティーを活性化するため一緒に食事をした場合は50円を割引くサービス（今日も一緒にお結び会）などを実施しています。このための経費が100万円を超えています。また、飲食業の場合、原材料の比率を30％以内に抑えなければ収益が出ないといわれています。しかし、陽なたぼっこの原価率は、50％です。これは、高齢者等の栄養や健康管理を目的とする配食サービスであるため、安価な材料を調達するコンビニやスーパーの弁当のようにはいかないからです。地域の小規模事業者から野菜等を調達するため、外国産など安価な生鮮品等を仕入れることが難しいという事情があります。これは一般的な営利企業とは違い公益性の高い社協という立場上、地域の地場産業とのつながりを重視するという方針を堅持する必要があるからです。一般的に、地域経済が疲弊した原因の一つに、都市部や世界の大型市場につながる大規模資本が参入したことに加え、ネット通販の普及があります。安価な商品が普及することで、地域の特色が失われ中心市街地などの地場産業が衰亡の危機に瀕しています。このような傾向に歯止めをかけ、地場産業を守り小国ブランドを擁護することも、小国町社協の大切な役割です。その一つが、「大豆工房小国のゆめ」です。
　また、平成28年度改正社会福祉法において、社会福祉法人の公益性・非営利性を踏まえ、法人の本旨から導かれる本来の役割を明確化するため、「地域における公益的な取組」の実施に関する責務規定が創設されました。
　　「社会福祉法第24条
　　　２　社会福祉法人は、社会福祉事業及び第二十六条第一項に規定する公益事業を行うに当たっては、日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者に対して、無料又は低額な料金で、福祉サービスを積極的に提供するよう努めなければならない」
　この責務規定に従えば、就労支援センター陽なたぼっこの配食サービスは、「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者に対して、無料又は低額な料金で、福祉サービスを積極的に提供するよう努めなければ」なりません。しかしながら、今回のＡ型事業所の規制強化に従えば、原価率を下げるために野菜等を外注し、高齢者世帯の割引などを中止しなければなりません。更に、原材料を低く抑えるために、添加物などを多用して長期保存ができる加工食品の使用頻度を高くして、廃棄量を減少させる必要もあります。これでは、高齢者等の栄養や健康管理という目的を達成することはできません。つまり、一方では低額な料金で福祉サービスを提供するように規定しながら、収益も追及しろというダブルスタンダードが求められています。
平成30年度は、就労系の事業を集約した就労支援センター陽なたぼっこを開設して6年目になりました。現在、高齢者等向けの配食サービスを提供する就労継続支援Ａ型事業では、一日平均380食ほどの弁当を配達しています。平成26年の開設以来増加が続いていますが、これは高齢者施設からの在宅高齢者紹介や旅館の賄い、公共機関の職員昼食、高齢者デイサービス事業所からの注文が増えたことによります。一方で、小国町からの委託数は、下げ止まったままです。平成30年6月オープンした農福連携レストランすずかれんは、レストランに加え各種宴会、法事・祝事なども好評で、観光や地域でも収益を伸ばすことができました。その他、Ａ型の赤字事業所に派遣する中小企業診断士の助言で、公益性が高く収益を生まない配食サービス事業よりも、観光業などに結び付いて収入を生むことが期待できるレストラン事業の収益増を図っていくようにというアドバイスを受けました。
就労支援に関しては、平成30年度から平成31年にかけて就労した者が2名いますが、1名は旅館から製材所に転職、残りの1名も製材所からの転職を希望しています。高齢者施設での就労を希望する利用者2名は、同一法人の養護老人ホーム悠和の里で実習が行われました。しかし、1名については継続できませんでした。その他、舞茸工場への施設外実習や七草のアルバイトも期間限定の実習として参加しました。
就労継続支援Ｂ型事業は、大豆工房「小国のゆめ」（定員２０名）において、豆腐・揚げ等の製造販売が開始され4年目になりました。平成30年度からは、陽なたぼっこから独立して単独のＢ型事業所になりました。また、休耕地4ha（町）ほどを借り受け、豆腐等の原料になる希少大豆「すずかれん」を栽培しました。阿蘇市の農産物生産者や菊池市の社会福祉法人「菊愛会」にも栽培を依頼し、1ha（町）ほど栽培されました。耕作面積は、約5ha（町）になります。令和元年は、8月下旬の長雨で不作となり、自家製の大豆「すずかれん」が3ｔ以上、阿蘇市生産者からの買取が1ｔになり、令和2年度の豆腐・揚げ等の製造に必要な材料を確保することはできませんでした。不足分（約2ｔ）は、大豆「すずおとめ」で補うことになります。小国町の在来種「おぐに黒大豆」も栽培され、「天空の豆畑」シリーズとして商品化されました。
豆腐等の販売については、戸別注文と配達を中心に行われましたが、販路拡充が十分ではなかったこと、希少大豆「すずかれん」のブランド化が途上にあり収益を確保することはできませんでした。しかしながら、蛋白含有率が高い小粒大豆を原料にしているため、品質には高い評価を受けています。大豆の自主栽培と生産体制、販路拡充、ブランド化が定着することで、大きな可能性を秘めた事業に発展する可能性があります。令和元年からは、平成30年から仕込んだ味噌などの商品化が行われました。その他、農業アドバイザー派遣事業に応募し、6次産業化プランナーの中尾氏の助言をうけ販路拡大に取り組みました。また、「小国のゆめ」ブランドのポスターや商品紹介のＰＯＰを作成しました。
その他、大豆工房小国のゆめでは、製材所からの節の穴埋め授産作業に加え、小国町から小国ドームや閉校した小学校体育館の清掃業務を受託することができました。
「就労支援センター陽なたぼっこ」と「大豆工房小国のゆめ」の就労系事業所では、利用者への皆勤賞（Ａ型；2,000円／月　Ｂ型；1,000円／月）が導入され、就業意欲の向上に効果が出ています。
また、生活介護事業所「悠工房」では、給湯の配管工事や送迎待合場所の軒工事などが行われ、活動拠点の処遇改善が行われました。作業については、レーザー加工機を活用した小物など商品化が行われている一方で、小国町と連携したふるさと納税返礼品として登録しネットによる商品販売も行われました。地域のイベントや授産協会主催の販売会にも積極的に出店しています。精神障がい者や聴覚障がい者など、様々な障がい特性のある利用者も増え、対応に苦慮する場面も報告されていますが、手話の習得など援助技術の向上に努めています。
第二悠愛活動支援センターでは、強度行動障がい者も多く、最も事故が多く発生する事業所であることから、リスクマネジメントの観点から、更なる改善策を検討する必要があります。活動内容は、身体障がいとの重複障がい等がある最重度の利用者が活動する5班編成で、障がい特性に応じた支援を提供しています。令和元年度は、Ｘｍａｓケーキ作りなどの調理実習や農作業なども行われました。利用者の高齢化や重度化による対策も引き続き必要になっています。近隣地域住民からは、旧万成小学校の屋根の改修について要望がありました。福祉の店「和き愛あい」・施設内授産作業所・たんぽぽ授産作業でも、草木染・フルーツキャップ・エフメイト・温泉セット・菊芋商品の加工や販売・下巣牧場芋製品のシール張りが行われました。就労系事業所のおから茶などの袋詰め・シール貼り作業など、連携した授産作業も実施されました。
また、第二悠愛グループホーム事業所では、消防設備が設置されている「たんぽぽ」「スマイルマウンテン」「悠華」「あすなろ」「わいた荘」「陽だまり」で、業者による消防点検が実施されました。住居ごとに避難訓練が実施され、世話人や夜間支援員を対象にした救急法講習・虐待防止研修が実施されました。全体的に重度障がい者が多く、安全管理についてはできるだけの措置を講じてきました。但し、令和元年8月グループホーム全棟への立入検査が実施され、特定小規模施設用自動火災報知機の設置やスプリンクラーの設置など、改善通知により指摘がありました。消防業者と協議の上、令和2年9月までに改善するという計画書を提出しました。また、世話人など業務委託の従業員が孤立するのを防ぎ専門的な視点での援助が実施できるように、生活支援員が担当するグループホームに訪問する時間を確保し、余暇支援などを計画実施していく体制の構築に努めてきました。しかしながら、夜間支援員も含めて世話人が確保できず、そこに生活支援員を配置しなければならなかったことから、生活介護事業所など日中系サービスへの職員配置が手薄になるなどの弊害がでました。世話人などの人材確保が、今後も課題になります。また、第二悠愛自立生活支援センターでは、在宅生活者の4名が契約し支援を受けました。
相談支援事業の平成29年度全国調査によると、サービス等利用計画の1事業所当たりの年間作成件数は、101件以上が42.2%になっています。事業所数の最も多かった101～150件が2割程度あり、これから算定すると1か月の作成件数は12件になります。一方、モニタリングに関しては、年間101件以上が62.1%になっています。事業所数が最も多かった201件以上から算定すると、1か月のモニタリング数は約17件になります。相談支援員1人当たりの計画作成件数は、月に20件以下が9割を超えており、一日1件程度作成しているという調査結果です。モニタリングに関しても、月に20件以下が8割を超えており、計画作成と同様に一日1件程度が作成されています。但し、利用計画の作成を断っている事業所が24.6%あり、相談支援専門員が不足していると考えられています。
第二悠愛相談支援センターは、専任の相談支援専門員４名を配置し、精神障がい者の健康管理（通院引率など）、金銭管理支援、就労支援（ハローワークとの連携）、福祉サービスの利用に関する支援、高次脳機能障がい者の支援、若年性アルツハイマー在宅者の活動支援、障がい基礎年金の申立などの相談支援が実施されました。特に、医療機関やハローワーク、司法関係機関（弁護士や裁判所）と連携するケースもあり、福祉関係機関や行政のみならず地域の社会資源ネットワークを構築する必要があります。小国町・南小国町において開催された地域包括ケア会議は、開催を予定しています。行政や福祉関係機関のみならず、保護者会や当事者、民生委員、世話人、夜間支援員が参加する会議で、地域により近い情報を共有できるネットワークとして、今一度その必要性を再確認する必要があります。市町村が指定する特定相談事業（計画・児童相談）は、7月の受給者証・障がい支援区分更新時に依頼件数が増加しますが、その他の期間はモニタリング（継続相談）を中心に対応しています。障がい児通所事業や障がい者施設の新規利用者のサービス等利用計画の作成やサービスの変更に対応するための計画作成も行われました。また、小国町地域活動支援センターでは、余暇支援など様々な活動が実施されました。送迎サービス、就労者の配食サービス、日中の活動支援、調理教室、菓子つくり、余暇支援などが行われ、日中系サービスへの参加に消極的な利用者の休憩場所としても活用されています。その他、広く社会問題になっている貧困に対して、「生計困難者レスキュー事業」による対応が1件ありました。
施設整備については、平成30年度からの新類型である日中サービス支援型グループホーム建設場所として、買収した山林の造成工事が行われました。また、熊本県の施設整備補助金（8,000千円）を受け最重度者向けグループホーム「山風音」「陽音」への非常用自家発電設備整備が行われました。その他、実地監査により指摘された就労支援センター陽なたぼっこの相談室を、大豆工房小国のゆめの相談室横に設置しました。令和2年度にわたって建設される日中サービス支援型グループホームは、熊本県社会福祉整備事業補助金（68,000千円）が決定しています。敷地内に設置されている、発電停止中の太陽光発電設備については、熊本県がパネル等を撤去したのちに小国町に譲渡することが決まりました。
苦情やご意見の受付に関しては、保護者からが6件、本人から2件、地域住民からが1件ありました。保護者からは、危機管理や事故防止策の徹底、正確な情報開示を求める意見、自立訓練実施を求める意見、個人情報や人権への配慮、新任職員の接遇などの要望・苦情がありました。本人からは、職員の都合で作業時間が短くなっているという、利用者が受動喫煙の被害に遭っているという苦情がありました。地域住民からは、利用者に対する処遇が不適切ではないかという指摘がありました。いずれも、改善策を提示して話し合いにより解決しています。但し、第三者委員や関係機関の介入が必要になり、緊張関係が長期化、対応に苦慮したケースもありました。職員に対して注意を促し、サービス向上委員会で第三者委員に報告、「虐待事例ピックアップリストと改善策検討会」が継続して実施されています。外部や内部からの苦情や意見は、組織を改善するために積極的に受け付けています。朝礼や職員会議、サービス向上委員会等を通じて職員に周知し、より良い施設運営に生かしています。
また、令和元年度も、総合健康推進財団の「職員スキルアップ研修」を10回にわたって開催しています。福祉施設に勤める者の基本的な知識や援助技術について学びました。危機管理に関しては、毎月施設運営会議に危機管理委員会を併設して、ヒアリハットや事故、苦情等の再発防止策を検討し、合同会議で全職員に周知する取り組みが行われています。平成30年度に発足した人材育成委員会では、職員による自主勉強会が継続して開催され、先駆的な事業展開を行っている事業所への視察研修も行われました。メンター制度の導入も行われました。その他、人材確保のため、小国社協会長の同行で各専門学校や大学を訪問、求人票を配布しました。
時代は平成から令和となり、超高齢化と少子化、人口減少という社会構造の変化が、大きな変革を伴って福祉の現場にも押し寄せてきています。
児童福祉の分野では、戦後の孤児支援から発展し家庭の代替機能としての役割を担ってきた児童入所施設は、経済発展などで生活が豊かになり核家族化と少子化によって、その役割が縮小すると予測する意見もありました。ところが、児童養護施設の入所児童の数は減少しませんでした。それは、親の虐待を理由とした入所が4割になり、何らかの障害を抱えている児童も3割になるという社会問題を反映した結果です。これは、「非正規雇用の増加、家庭機能の脆弱化、そして地域の共助機能の低下。社会のひずみが子どもに犠牲を強いている」ことが原因だという見方もあります。その結果、児童養護施設の機能強化、小規模化と地域分散という大きな流れが加速。家庭養育優先の実現に向けて、里親委託率について学童期以降は10年以内に50％以上にするという数値目標も定められました。
この流れは、障がい児入所施設にも及び、「障がい児入所施設の在り方に関する検討会」にあるように、社会・経済環境の変化に伴い被虐待児が増加するなどケアニーズの高い入所児童が多くなっていることから、専門性の高い支援が求められるようになっています。また、障がい児グループホーム（仮）の創設など、小規模化や地域分散も推進され、更に、里親やファミリーホームを支援するフォスタリング機関としても期待されるようになりました。
また、障がい福祉の分野では、平成元年に制度化されたグループホームの入居者数が増加を続け12万人になりました。令和2年度には入所者数約13万人を上回ると予測されています。その一方で、内閣府の集計では、15～39歳の若年引きこもりが54.1万人、40～64歳の中高年引きこもりが61.3万人になるといいます。特に、80代の親が50代の子と共に困窮する「8050問題」が深刻化しています。この引きこもりの中には、多くの障がい者がいると推測できます。実際、少子高齢化や人口減少が急速に進む小国郷においても、主な介護者（支援者）を失った人々が障がい福祉サービスにつながるというケースが後を絶ちません。社会とのつながりが家族や医療機関などに限られていたとはいえ、地域での暮らしから集団生活である施設入所に移行するということは大きな負担を強いることになります。また、児童福祉の分野でも小規模化や地域分散が推進されようとしており、児童入所からグループホームへとつながるケースも増えていくはずです。
但し、障がい者支援施設の入所者数は減少傾向にあるとはいえ、厚労省が目標とする地域移行は、第3期障がい福祉計画の削減目標10％、第4期障がい福祉計画（2015～2017年度）の削減目標を3.8%、第5期障がい福祉計画（2018～2020年度）の削減目標2％と前期より低く設定されています。これは、入所者の重度化、高齢化により地域移行が困難になったためだとしています。
上記のように、障がい者支援施設入所者の地域移行、引きこもり支援の問題も含めて、グループホームに対するニーズは、ますます大きくなっていきます。それと当時に、生活の拠点を地域に分散することだけではなく、生活介護や就労系事業所などの活動拠点を整備していかなければなりません。
集団から個へ、施設から地域へ、そして地域共生社会の実現へと社会福祉法人（障がい福祉サービス等）の地域貢献が義務付けられていることも念頭に置いた施設運営が求められています。
「ある社会がその構成員のいくらかの人々を締め出すような場合、それは弱くもろい社会なのである。障がい者は、その社会の他の異なったニーズを持つ特別な集団と考えられるべきではなく、その通常の人間的なニーズを満たすのに特別の困難をもつ普通の市民と考えられるべきである」（1980年国際障がい者年行動計画）
根深い優生・隔絶主義に対するサポートセンター悠愛の挑戦は、これからも続いていきます。
（1） 日常生活支援
【サービス管理責任者総括】

　平成から令和への移り変わりの中で、入所の方も少しずつメンバーが入れ替わり、第一悠愛から３名、他の施設から１名な方が入所され、平均年齢も若くなってきています。
時代と共に利用者のニーズも高まり、携帯電話や、ゲームなどへの対応も多様化し複雑になってきています。今年度は限られた空間の中で、個人が自由に暮らせる時間を増やしていく工夫に取り組んできました。個室を増やすために従来の居室を半分に区切って、プライバシーを守れるように、3部屋の改築をしました。またそよかぜ寮内にソファーを増やし、壁掛けTVを一台DVD用に追加したので休日などの楽しみが増えました。また屋外で過ごす人も沢山いるので、それぞれの使用する人や場所にあったベンチを悠工房の協力を得て作成しました。作業所への送迎の際の乗り合わせ場所として使用したり、憩いの場所になっているようです。行事用の折りたたみテーブルなども新しく購入し、花見や焼き肉会、月見など行事を通して充実した時間を過ごせるように整備しています。ハード面でも転倒の際の怪我等が無い様に洗面所の床にクッションフロアー材を貼りました。また避難経路の段差の解消工事をするなど安心して暮らせる空間作りに取り組んでいます。管理当直職員を職員で行う事で、手薄になりがちな夜間の支援も対応できるようになりました。
日常生活を「食事」「排泄」「着脱衣」「清潔・衛生（歯磨き、洗面、入浴、掃除、整頓）」「睡眠（準備、就寝、起床）」の項目で支援を行いました。
　理解力や表現力などコミュニケーション能力がある方は、特に、主体性を尊重し、選択する権利と、決定する権利を確保するための生活支援（意思決定支援）に取り組みました。また、認知能力に重度の障がいがある方については、規則正しい生活をしながら身辺処理の支援に重点を置き、健康及び体調の維持等（最善の利益確保）に努めました。特に運動不足にならないよう生活介護を中心に残存機能の維持を行いました。
　食事入浴には時間帯を設け、それぞれの生活リズムに応じて利用できるようにしています。健康上ダイエットの必要がある利用者がいるため、カロリー計算による特別食を提供している方もいます。また、高齢化による嚥下障害等で、刻み食やペースト状の食事提供などが必要になっています。　
（2） 余暇支援
　地域行事の参加、レクリエーション、親子旅行、忘年会の年中行事など外出の機会を利用し、買物、公共のマナー、交通ルールなどの体験を通して社会参加を積極的に行いました。また、レクリエーションや旅行で、様々なコースを準備し、希望により選択することができるように、本人の主体性を尊重する仕組みを作っています。
【体育関係】

利用者の体力増進や健康維持、競技力の向上を目的に企画立案、実施をしています。
主な活動記録を表(1)に挙げています。
活動記録　表(1)

	月
	お　も　な　取　り　組　み

	4月　
	スペシャルオリンピックス(以下ＳＯ)【フロアホッケー】【ボッチャ】

	5月　
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】くまもと障がい者スポーツ大会

	6月　
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】

	7月　
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】

	8月　
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】ボッチャ体験会

	9月　
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】小国カップ(ボッチャ)、ボッチャ体験会、
きらめきフェスティバル

	10月　
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】筑後川マラソン大会、全国障害者スポーツ大会、熊本県施設親善スポーツ大会、SOボッチャ地区大会

	11月
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】ユニバーサルフロアホッケー九州大会、

	12月　
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】、SOフロアホッケー地区大会　　　　　　　　SO活動報告会

	1月　
	SO【フロアホッケー】【ボッチャ】

	2月　
	SO【フロアホッケー】【ボッチャ】南小国町駅伝大会

	3月　
	SO【フロアホッケー】【ボッチャ】小国町駅伝大会


※1月以降は予定

年間通して実施してきたのはスペシャルオリンピックス【フロアホッケー】【ボッチャ】の活動です。小国支援学校による場所提供やボランティア参加等の協力を頂き、通年の活動ができています。幅広い年齢の方と共に皆で楽しく取り組んでいます。発表の場としての大会が少ないためフロアホッケー連盟主催のユニバーサルフロアホッケー九州大会やSOフロアホッケー地区大会は積極的に参加しています。大会ではボランティアの参加協力等もあり表彰も受けることができました。
昨年度より小国カップの種目がフロアホッケーからボッチャに変更となっています。年齢や身体状況の幅広い方の楽しめるスポーツとしてボッチャの認知が徐々に広がっております。
　また体育委員会には熊本県施設協会の体育委員としての役割もあります。阿蘇・菊池きらめきフェスティバルや熊本県施設親善スポーツ大会の実行委員会に参加しています。今年度は各大会行事の日程が切迫しており全体行事としての調整が難しい状態でした。今後も行事が重なる際の調整に検討が必要です。
　体育委員会に女性職員が１名と少ない為、女性利用者対応の負担が大きいことや大会の委員配置に苦慮しました。計画を進めるうえで不都合な面が生じています。次年度は、女性職員を増やして頂くと女性利用者への対応が円滑にでき、効率的な職員配置が可能となります。
　職員が中心となって立ち上げたボランティア活動、ORNランニングクラブは年間を通して活動しています。一定の参加者は定期的に参加する事が習慣化しています。
　マラソン愛好者には定着してきた大会がいくつかあります。2㎞、10㎞、ハーフと幅広い距離数で活躍しています。走ることを生きがいとしている方に対して利用者の自己実現をサポートしていくことができました。
　
【年中行事】
行事委員会は年度初めの行事として権現祭を開催いたしました。今年度は宮司
の都合（代理の宮司来園）により４月１４日に権現祭開催となりました。初めて来園された宮司だった為、保護者の方たちに準備等も一緒にご協力頂き無事に神事を取り行う事ができました。神事の後はお花見を兼ねた食事会でしたが、残念ながら本年度は時期が少しずれた事もあり桜の下での食事とはなりませんでした。出席された方々は思い思いの場所で楽しくお弁当を広げ会話を楽しむ姿が見受けられました。
　　夏には来未寮、悠希寮、そよ風寮の利用者の方々が楽しみにされている、「ス
タミナ会」を実施しました。準備を始めていると会場にこられ手伝ってくれる
利用者の方々も見受けられ、中庭にシートを広げテーブル等を運んで頂きました。炭火で焼いたお肉や野菜のいい香りがし始めた頃皆さんに集まって頂き開宴、いろいろな種類のお肉や野菜、おにぎりに焼きそば等々笑顔で次々に美味しそうに頬張られていました。又、季節の行事として、9月には観月会を行いました。残念ながら満月を観る事はできませんでしたが、屋外にシートをひろげ、食事のメニューはお月見会用に準備された焼き鳥やフライドチキン等をお替りしながらお腹いっぱい食べていただき、秋の夜長を楽しまれていました。その他に行事委員会主催の行事で特に利用者の皆さんが楽しみにされているイベントが2つあります。秋季旅行と忘年会です
　〇秋季旅行
　6月上旬、津埜観光へ秋季旅行行き先別見積もり、プラン作成依頼
　　（1泊・・2コース、日帰り・・１コース）
　　※熊本・長崎の旅　20名（１泊２日）　　大分の旅　34名（１泊２日）
　　　福岡の旅　20名（日帰り）
　　　菊池グランドホテル　①56名　　②41名　（日帰り）
委員会活動として大きなイベントのひとつでもある、秋季旅行の計画、実行を行いました。一泊二日コースが2コース（熊本・長崎の旅と大分の旅）、日帰りコースも２コース（福岡市の旅と菊池温泉の旅）でした。熊本・長崎の旅では当初「万田坑」見学を計画していましたが、都合により変更となってしまいました。城彩苑で九州各地のお祭りを見学し、中にはお殿様のカゴに乗ってみたりと普段経験する事のできない体験をする事ができました。又、島原では「がまだしドーム」で火砕流の恐ろしさを知る事ができる旅行となりました。大分の旅では今回初めてレジャー施設の「杉乃井ホテル」に宿泊しました。温泉プールを完備したホテルで、参加された方の中にはしっかりと水着を準備し大きなプールを満喫された方、夕食のバイキングで好きな物を何度もお替りして食べられる方等それぞれに旅行を楽しまれていました。日帰りコースでは福岡市科学館に行き体験型旅行をして頂きました。委員会によるパンフレット等での下調べが不十分だった為準備不足があり、館内で入場不可の場所があり少し残念な結果となってしまいました。反省点として来年度に反映させたいと思います。もう一つの日帰りコース「菊池グランドホテル」はこれまで阿蘇市内の温泉コースでしたが、初めて阿蘇を離れ菊池市内へとコースを変更しました。今年度も一番参加希望の方が多く、2回に分けて開催となりました。初めての場所でしたが、ホテルのスタッフの方々にとてもよくして頂き、大浴場だけではなく家族風呂も貸し切りにして頂く等、心配された大きなトラブルもなく無事に旅行を終える事ができました。
〇利用者忘年会
最後に１２月５日（入所、山風音、陽音）と１３日（グループホーム、通所）2回に分けて忘年会を今年度も木魂館で開催しました。両日の参加者は利用者・職員・世話人合わせて２１７名となりました。両日とも開宴前にお風呂を貸し切りにさせていただき、ゆっくりと温泉に浸かり、美味しい料理を食べながらお好みの飲み物で（頬を赤く染めた方も中にはおられました）食事会を楽しまれていました。木魂館にカラオケがない為、悠愛より持ち込みを行い皆さんに歌を披露して頂きました。希望者が多く時間の都合でお披露目できない方もいらっしゃいましたが、一年の労をねぎらいながら楽しい時間を過ごされ、来年の活力へとつなげておられました。
〇ふくし夏まつり
4月　
　　 　ふくし夏祭りの起案


5月末より
実行委員会　計5回　事務局会合　計6回

8月　　　　　 ふくし夏まつり

　　　今年も、福祉関係機関・ボランティア団体・地域コミュニティーの多くの方々にふくし夏まつり実行委員に参加していただき、ふくし夏まつりを開催する事ができました。また、地域住民の理解と協力により、地域の夏まつりとして定着し地域住民と共に作り上げている夏祭りとなっています。

（3） 作業・活動・就労支援（日中系サービス）

【第二悠愛日中系サービス総括】　

生活介護（第二悠愛活動支援センター・たんぽぽ授産作業所・和き愛あい・園内授産作業所）　生活訓練
授産作業班では今年度4名、活動支援センターでは2名の新規の利用者を受け入れがありました。増員に伴い一人一人に合った作業・活動環境の提供に苦慮しているところですが、職員一丸となって支援を行っております。授産作業においては夏にメロンタグの紐加工の作業を時期的な作業として請け負いました。2か月弱の期間に50000個を仕上げなければならない状況でしたが、施設内作業所、たんぽぽ作業所、草木作業所の利用者と職員で役割を分担しながら無事に納品することが出来ました。この仕事を受けた当初を振り返ると、あまりの数に不安が強かったのを覚えています。しかし、利用者の方たちはこれまでの作業を通じて培った集中力・手先の器用さを発揮され、職員がそれを道具の工夫や作業の分担といったバックアップを行うというかたちで連携して仕事に取り組んでいく姿を見て、不安から安心に変わっていったことが印象に残っています。この作業で感じたことを糧にしながら今後も皆さんと協力しながら難しいと思う事にも前向きに取り組んでいきます。活動支援センターにおいても各班それぞれで利用者の特性に応じた活動が行われました。季節ごとの行事や畑作りも昨年度に続いて今年度も行われ、それを通じて普段の活動ではなかなか見ることができない生き生きとした表情や行動を見ることができました。活動支援センターを利用されている方の多くは自分の意思を相手に伝えることが難しい方が多く、時々は気持ちの行き違いからスムーズに活動に参加できない方も中にはおられます。相手の気持ちに沿った関り方、支援の在り方の模索を続けながら、一人ひとりが気持ち良く活動に参加でき、充実した気持ちで帰れるような環境を今後も目指していきます。
【悠工房総括】　生活介護
５月に１人の利用者さんが利用者さん間のトラブルにより怪我をされてしまいました。早急に担当者会議を開催し、安全対策を検討しました。突発的な出来事だったとはいえ、怪我を負わせてしまったことを真摯に受け止め、今後より安全が確保できるように留意していきます。
４月より新任職員の配置と職員の事業所間移動がありました。新任職員は大工の経験のある方で、その技術を活かした活動を他の木工職員共に施設内外で行い、作業所の収益アップに繋げることができました。また悠工房作業所の送迎昇降口軒下建設・温水引き込み工事・作業場増設工事など利用者さんが安全で快適に過ごす事ができる環境整備も急速に進めることが出来ました。
　新しい利用者さんを５人迎え入れました。ご本人さんのできることに着目し、生産活動に取り組んで頂きました。本年度は利用者さんと新しい商品開発にも取り組み製品化し、順調に売り上げを伸ばすことが出来ました。その他、利用者さんに販売会や納品へ同行してもらう事で、自分達が作った製品がどのように販売・需要されているかを知ってもらい、社会参加や作業意欲へと繋げていきました。
【就労支援センター陽なたぼっこ総括】　就労移行支援　就労継続支援Ａ型　
就労支援センター陽なたぼっこでは、就労移行支援（定員６名）就労継続支援Ａ型（定員２０名うち雇用型１５名・非雇用型５名）の福祉サービス事業所としてサービスを提供しました。
就労継続支援Ａ型では、小国郷に住まれている高齢者の生活を支えていくことと、障がい者の働く場所を作るために配食サービスを行ないました。地域の中に、配食サービスのお弁当へのニーズが高く、多くのお弁当を配達することができました。ニーズの中には、一人暮らしの高齢者のニーズさらに高まっていますが、それ以外にも、旅館（まかない食）や老人系福祉事業所での利用が増えております。

利用者の所得を確保できるように、1日7時間雇用されている利用者も2名います。その2名の方は社会保険にも加入しており、利用者の労働環境を向上することができました。

平成29年度から参加していた、ヤマト財団配食サービス実践塾も無事終了することができました。その中で取り組んだことを失わないように、継続していきます。
農福連携レストランすずかれんを開店して1年を迎える事ができました。地域のレストランとして、認知してもらい。徐々に客数を増やすことができ、安定した売り上げを上げることができています。

就労移行支援においては、４名の方が利用されましたが、今年度に就労することができませんでした。現在、1名の方が、実習を通じて、製材所での就労に向けて取り組んでいます。また、七草のアルバイトなど期間限定の実習にも参加しています。

【大豆工房小国のゆめ総括】　就労継続支援Ｂ型

就労継続支援B 型事業「大豆工房　小国のゆめ」（定員20名）は、就労支援
センター陽なたぼっこから独立して、単独の事業所になり2年目になります。

今年度は、休耕地の借り受けを4haから5haに増やし、そのうち、豆腐の原
料となる希少大豆「すずかれん」を4.3haで栽培しました。昨年の豊作と比べると収穫量が少なかったが、阿蘇市の生産者、菊池市の社会福祉法人「菊愛会」にも栽培を依頼し、自家製すずかれんが3.2ｔ、買い取りが0.8ｔ、合わせて４ｔの大豆を確保する事が出来ました。その他、配食サービスやレストランで提供される、米やもち米、イモ類、夏野菜等の栽培も行いました。落花生は例年通りの豊作で地元野菜直売所での販売を行っています。
また、小国町中尾地区で、たった一つの農家が守り続けていた、在来大豆「小国黒大豆」の栽培にも取り組みました。
豆腐の販売においては、野菜直売所の２か所のほかは、個別配達を行いました。
営業活動も行い、新たな取引先も増えましたが、小国町全体の産業が衰退していることや少子高齢化が急速に進む中、収益増には結びつかなかった。しかしながら、希少大豆「すずかれん」を使った豆腐は、たんぱく質の含有率も高く、品質的には高い評価を受けている。大豆から栽培しているという安心安全な強みもある。これらを小国町以外の、安心でおいしい物を求めている消費者に結び付けていきたいと考えています。

　節の穴埋め作業は、簗瀬製材所の他、新規で津江の井上製材所からの仕事を
受注し、毎月安定した収入を得る事ができました。又、新たな仕事として、小
国町からの委託で、小国ドームと旧小学校体育館の掃除業務に取り組みました。
【悠遊工房（木工作業所）】
所属利用者　10名（共同住居　8名　・　在宅　2名）
今年度も小国杉を用いての木工製品づくりに取り組み丁寧で温かみのある商品づくりを行った。小国郷内を中心に納品させて頂いているのでご利用者の方も一緒に同行し自分たちが作ったものが売れる喜びも味わって頂く事ができた。
また、納品に行く事で気分転換に繋がったり、日々の作業に対する意欲向上に繋げる事ができた。
反省点として様々な障がい特性を持たれた方が居られるのでその一人ひとりに合った想いを汲み取り個性を活かしながら作業内容を提供できるように支援者間での話し合いなどを積極的に行った。しかしなかなか納得のできるような結果に繋がらない事もあった。
レーザー加工においてはオーダーメイドでの結婚式のウェルカムボードや記念品のフォトフレームなど地域の方々からの注文を頂き売り上げに貢献する事ができた。
【らくらく窯（陶芸作業所）】
所属利用者15名（入所　2　名　・　共同住居　9名　・　在宅　４名）
令和元年度の陶芸作業所は、利用者の皆さんが陶芸作業所に来所され楽しみをもって作業に参加し過ごす事の出来る場所にできるかをテーマに取り組んできました。　作業では沢山のアイディアを出して頂き、そのアイディアを職員と所属利用者で知恵を絞り一緒に考えながら少しずつ考えながら形にしていくことができ、新しい商品の開発も行う事ができました。　
また、作製した商品を地域のお店に納品に行く際に利用者の方にも同行して頂き自分が作成した商品がどのような場所で、どのようなお客さんに購入して頂いているのか、という事を知って頂き多くの笑顔を見るのと同時に作業意欲にも繋がり、納品に同行して頂く事により利用者の方と地域への繋がりも構築することが出来てきてきていると実感しています。
　【授産作業所（園内・たんぽぽ）】
所属利用29名（入所　14名　・　共同住居11名　・　在宅　4名）
授産作業班は、施設内作業所20名、施設外作業所(たんぽぽ作業所)9名とに分かれ作業しています。今年度も支援学校卒業生や新規利用者が増え、現在は前年度より３名の方の増員となっています
　作業内容として、フルーツキャップ、温泉セット、菊芋加工作業、編み物等に取り組んで来ました。新しい作業として、下巣畑農場の干芋のシール貼りや、株式会社コウケンのメロンのタグ付け、大豆や小豆の選別作業に取り組んでいます。この作業はとても細かい作業で手先の器用さが必要となっています。芋のシール貼りの仕事は決まった位置にシールを張らなくてはいけない為に、職員が補助具を作成し、皆が同じ場所に貼れるようにしています。同時に前年度から始めた簡単編み機を使っての帽子やマフラー作りは、初めて編み物をした方でも参加することが出来ています。しかし、年々増え続ける利用者に力いっぱい作業し、給料を得、経済活動に参加する意味では、まだまだ作業量が足りません。フルーツキャップや温泉セットの仕事は利用者の皆さんが習熟されたことと、かかわる人数の多さで、1週間分のノルマはすぐに終わってしまします。その為今後も引き続き新しい作業の獲得に努力していきます。
　また、菊芋加工の仕事は園内作業所で冬季のみ行われていますが、他の作業と同時進行となる為、冬季は大変忙しく過ごしています。また、椅子に座って行う作業が多い為、気分転換の意味もあり、屋外歩行も大事なスケジュールのひとつとなっています。
　【愛あい工芸（草木染め作業所）】
所属利用者　名(入所　　名　・　共同住居　６名　・　在宅　５名)

　今年度は、綿ストール、のれん、ハンカチの染色、小物作成、販売、宝来宝来神社、商工会の福銭作り、おから茶、おからパウダーの作業などを行いました。
のれんについては、お客様の要望に応じて色々なサイズを作成できています。その他の事業所からの依頼で雑巾やズボンの裾上げ等の作成も行いました。
定期的な納品、販売会参加やお手玉袋作成、ふるさと納税の注文もあり売り上げに繋がりました。その他、利用者の方の体力維持の為、散歩や体操を行い指先の機能訓練にも取り組みました。
【バイオディーゼル作業所】
今年度も廃油回収を特化して行い、廃油の精製作業を行う業者に買い取って頂き事業活動を展開しております。廃油買取業者に2400ℓ/3.6万円を1～2か月毎に買取して頂いています。　今年度は新規で地域の旅館などからの回収依頼もいただいており、口コミで回収依頼が広がっている状況です。
　また利用者の社会参加の場を提供するため第二悠愛の生活介護事業所にも協力してもらい小国郷内の回収箇所を指定し、活動の一環として回収作業を行っております。
産業廃棄物として扱われていた油を回収し社会貢献活動の一端を担う事ができています。
【つくし班（生活介護）】
所属利用者　８名(入所　６名　・　共同住居　１名　・　在宅　１名)

　つくし班では主に午前中は屋外、体育館にて歩行を行い体力の向上・維持に努めてきました。活動支援センターを出発し約３㎞のコースをほぼ毎日、休憩をはさみ４０分ほどの時間をかけ歩かれています。寒くなる冬場は日の照り出す午後に歩行を変更し、屋外へ出やすい時間帯で支援をしています。道端に咲いている花や植物を見ながら、季節の移り変わりを感じ、地域住民の方の優しい心遣いを受けながら今年度も活動を行うことが出来ました。
　また個別作業では、１人１人のスケジュールを立てて活動の始まりと終わりを知らせ、見通しを持ってもらうことで安心して活動に参加できるように支援してきました。その中で以前の作業までは数を減らし支援をしていたことがありましたが、徐々に数を増やし最後まで取り組むことが出来るようになったり、ご利用者の方の興味や関心があることを取り入れ、作業に飽きがないように工夫し支援をしました。
作業終了後の時間には、大好きな音楽やＤＶＤなどを鑑賞し、自分だけの時間を有意義に過ごされている方もいらっしゃいました。
　クリスマスには班でのクリスマス会を計画し、ケーキ作りや材料の買い物など、季節の行事を楽しんでいただきました。
　【がまだし班（生活介護）】
所属利用者　7名（入所　　5名　・　共同住居　2名　・　在宅　0名）
今年度の活動内容として屋外歩行、悪天候時の体育館活動、個別活動を主な活動として取り組んできました。マンネリ化を防ぐために多種多様な活動に挑戦して頂き、安心して活動を行える環境整備に取り組んでいます。
歩行運動では午前か午後のどちらかに時間を設けることで適度な運動量の確保に努めてきました。歩行運動の場所も天候の良い時には距離の短いコースや急な上り坂のあるコースなど4種類のコースを健康状態や精神状態を考慮しその日のコースを決めさせて頂き、悪天候時には活動支援センターの体育館での歩行運動で20分運動　10分休憩　20分運動と屋外歩行時と同等の運動量を目指しています。
　個別活動の面として利用者のスケジュールの確認方法を一人一人にあったものにし、スムーズに個別活動の課題に取り組まれています。活動の始まりと終わりを明確化させることで終わりがわかる安心感が得られればと思い提供をさせていただいています。個別活動時間帯では「中間に本人はちょっと頑張りたい活動を入れて支援員と一緒に頑張る時間を作る。」や「音量に気を付けながらゆっくりとした音楽を流し集中できる環境」「個別活動の最初と最後には本人様の好きな（得意な）活動を行ってもらう」などの残存機能の維持や機能の向上を図っていきます。
　今年度もひまわり班と合同で農業活動に取り組みました。苗を購入して近くの畑での栽培を行いました。利用者の方には草むしりをする方とむしった草をまとめて捨てる方と役割を決めて行いました。きゅうり、なすび、ピーマン、サツマイモの栽培を行い、今年度も栽培に成功しました。
　サツマイモの収穫を行い、翌日に栄養士の指導の下、サツマイモを使ったおやつ作りを行っています。
　来年度も農業活動も引き続き取り組み、調理にもチャレンジをしていきたいと思います。
　【ひまわり班（生活介護）】
所属利用者８名（入所　６　名　・　共同住居　２　名　・　在宅　０　名）
ひまわり班は、4月より支援学校卒業生を迎え入れ前年度より1名増加し8名での新たなスタートとなりました。
今年度の活動は、健康維持、体力維持のための歩行訓練、体育館で球技を取り入れた運動、天候の良い日には、農作業や園芸活動など土に触れながら季節感を感じることができる環境を用意しリフレッシュ出来る環境を心掛けました。今年も、利用者様宅より頂いたピーマン、なすび、きゅうり、サツマイモ等の苗を植え皆さんと楽しみながら栽培することが出来ました。職員が寄り添いながらスコップを持って土を耕したり、草むしりや道具の準備、取った草をバケツに入れて運んだり、苗を植える等、利用者さんが役割を持って作業することでそれぞれの個性を引き出すことができ、成功体験を積みながら充実した時間を過ごすことができました。
その甲斐もあり前年度より、野菜の出来が好調でＧＨの世話人さんや職員などに販売を行い、３３２０円の売り上げとなり利用者さんへ還元することが出来ました。11月には、他の班と合同でさつま芋の収穫を行い、土のエネルギーをもらいながら賑やかな収穫祭となりました。
そして、今年も管理栄養士に協力して頂き、フルーツパンケーキとスイートポテト作りを行いました。パンケーキを焼いたり、盛り付けをする方、準備や片づけをされる方など和やかな雰囲気の中でのおやつ作りとなりました。中でも、普段控えめの利用者の方が、笑顔いっぱいで出て来られ一生懸命に取り組む姿は、私たち職員も心を打たれました。
又、音楽療法では職員のギターに合わせて皆で体を動かしたり、リラックスできる曲をかけやすらぎの時間を持ちながら日頃の疲れを癒しました。室内活動では、個々の特性、ストレングスを活かした支援を心がけました。
　【コスモス班（生活介護）】
所属利用者5名（入所　3　名　・　共同住居　1　名　・　在宅　1　名）
コスモス班は在宅1名加わって5名で活動しています。
午前中の活動では音楽を聴きながらビーズ通し、塗り絵、パズル、マッチング、型はめ、コーヒーカード回収、楽器演奏、バランスボールを使っての機能訓練、ストレッチ等、それぞれの特性、ストレングスを活かした支援を心がけました。
また、作業に集中できなかった時は、かくれんぼをして、リフレッシュしながら作業に取り組む事が出来ました。
掃除の日になると掃除機をかけたり、窓拭き等進んで職員と一緒に笑顔でされている光景も見られました。
午後からは体育館での室内歩行を中心に過ごしていますが天気が良い日は野外歩行で運動場の周りを歩いたり外での環境や日光を浴びる事で大きな刺激にもつながりました。
【すみれ班（生活介護）】
所属利用者１２名（入所　３　名　・　共同住居　９　名　・　在宅　　名）
昨年はそれぞれの能力を引き出すために、様々な工夫をしてきました。個々に合わせたプログラム提供と一人ひとりのニーズや特性に合わせた支援として、バランス能力、筋力、柔軟性の向上を意識した活動や作業、また指先を使うことで集中力と日常生活に必要な機能向上を目指し取り組みました。また季節（天候）に合わせた体力作りにも力を入れ、怪我に繋がるリスクを減らし、安心して活動できる環境作りを意識しながらも、環境による体力低下を防ぐため、個々の運動能力を最大限に伸ばすための歩行トレーニングのチーム作りを行い、それぞれの目標を達成しようとする体制作りに力を入れてきました。その結果、ほとんどの方々の運動能力がアップしています。
更に、恒例となっている季節の行事として「クリスマス会」を開催しケーキ作りを通して、ご利用者と一緒に買い物に行き、作り、皆で食べることで創作する楽しみ、経験値の向上、心の安定を目標に取り組み、ご利用者の方々からも大好評を頂きました。
【節の穴埋め授産・農福連携】
所属利用者22名（入所0名　・　共同住居17名　・　在宅5名）
今年度、穴埋め作業所では、工賃向上の為、製品の増産を目標にしてきましたが、月の平均売上約170000円程度に止まりました。その理由としては、高い完成度を求められたことによる対応不足と製材所からの受注減があります。小国町全体の産業が衰退していることも原因のひとつと考えています。しかしながら、津江の製材所（井上製材所）と新たに委託契約を結び、売上を補う事が出来ました。さらに、小国町と委託契約を結び公共施設の清掃作業（小国ドーム、北里小学校、蓬莱小学校、下城小学校）にも取り組みました。　　　　その他の収入確保では、施設外活動として、七草のパック詰め作業や墓掃除、花の苗植え　　作業等にも取り組みました。又、農業班と連携をとり、農産物の収穫や、袋詰め、販売な　　ど、作業の場を提供する事が出来ました。そして、今年度より新しく設けた、皆勤賞の制度は利用者のモチベーションアップに繋がっています。次年度は、板の増産や農産物、加工品の販路を確保できるように、各部署と連携をとり、さらなる工賃アップにつなげていきたいと思います。
（農福連携作業所）

農副連携班では、就労継続支援B型のサービス提供を行い、22名の方が利用されました。その内、農作業には4～5名の利用者が定着して取り組まれています。
今年度も休耕地を活用し、大豆や野菜、米の栽培を行いました。植え付け、収穫、販売まで、様々な工程に参加して頂き、それぞれに力を発揮されています。自分たちで育て収穫した穀物・野菜を食する喜びを知ることで、利用者の意欲に繋がり「やりがいがあります。」とのうれしい声も聞かれました。圃場は昨年の４ｈａから５ｈａに増え、より安定した量を供給できるよう取り組みました。圃場が増えたことにより大豆の植え付けも4.3ｈａと増やしましたが、今年度は農副連携班3.2ｔ，委託分も含め4ｔ程の量にとどまりました。8月からの長雨の影響が大きく、収量が昨年の半分ほどに減り、１反あたり７５ｋｇ程になっています。しかしながら、他の地域も穀物の出来が悪く、昨年度よりも少ないとはいえ収量はできている方だとの話を聞いています。改めて農業の難しさを実感させられる年になりました。また、今年度は「おぐに黒大豆」の栽培にも挑戦しました。栽培する農家が減り、絶滅危機にあった在来種の大豆を小国町に残こしていく取り組みです。耕作放棄地が増えていく中で、私たちに出来る事を考えながら取り組んでいきます。そして、利用者の意欲向上と可能性、工賃ＵＰに繋がるよう努めていきたいと思います。
【高齢者等配食サービス事業】
所属利用者　18名（入所　　　名　・　共同住居　　3名　・　在宅　　15名）

収入　
月平均　
３，３００，０００円　　
12月　
工賃総支払額　１，３１２，９８０円
平均工賃額
　　　７５，１１０円
　※　最高月額賃金　１２４，０３０　円　　最低月額賃金　２０，５４０　円

配食サービス班では、昨年に引き続き、配食サービス（お弁当作り・配達）を提供しました。配食数においては、小国郷における一人暮らしの高齢者の需要が高い事、福祉事業所における昼食の提供、旅館のまかない弁当として利用されることで配食数を伸ばすことができました。配食数は、382食／日　8250食／月を配食することができています。食数増に対応できるように、作業工程の見直しや、調理器具を導入して対応しました。利用者の所得を確保できるように、1日7時間雇用されている利用者も2名います。その2名の方は社会保険にも加入しており、利用者の労働環境を向上することができました。更なる収入増をめざして、新しい取り組みも開始しています。その一つとして、お斎のお弁当に取り組みました。お斎弁当は２種類提供しており、偲（500円）、心（450円）の弁当を提供することができました。地域のニーズを踏まえて対応していくことで、地域のお弁当屋さんとして徐々に定着することができているようです。その他にも、真空包装機を活用して、請負の作業（とんかつの仕込み・豚足）の作業にも継続して取り組んでいます。
【農福連携レストランすずかれん】
　農福連携レストランすずかれんの認知度と売り上げ向上、そして、当該利用者さんの人員増強と作業範囲の拡大に努めた一年でした。
　昨年度オープンした当初のメニューに止まらず、各種宴会・会席料理やオードブル等と取り組み、通常メニューも新メニューの開発に着手しました。今後も第二弾、三弾と捜索していくつもりです。さらに、配食サービスのお弁当事業とも連携し、行楽弁当やお斎のお弁当の代行業務にも取り組みました。今後も人員を勘案しながら、多方面に取り組みを広げて参ります。
　商品開発にも取り組みました。おからを使用した製品を発案し、『おからパウダー』と『大豆とおからのお茶』を売り出しました。また、イベントの際には豆乳プリン、年度後半には通常メニューのシフォンケーキを商品化し、販売にこぎつけることが出来ました。現在好調に売り上げを伸ばしております。
　上記の取組み等により、平成31年1月～令和元年12月期の一年間の売り上げは1000万円を突破する事が出来、利用者さんと職員の垣根なく全員で職場環境の向上に努めたたまものだと言えると思います。現在、令和元年度(平成31年度)の年度計算でも、12月末時点で約743万円となっております。残り3か月間も謙虚な姿勢で職務に取り組み目標の900万円を目指し、全人員懸命に取り組んで参ります。
　反省すべき点として、職員の提出物や文書の更新の作業の遅延、営業日等の情報発信の不正確性が目につきました。現在、朝礼等で話し合いの場を多々設け、今後の向上に努めております。
【大豆工房小国のゆめ】
所属利用者　2名（入所　　　名　・　共同住居　　2名　・　在宅　　名）
（豆腐等の製造販売）

大豆工房小国のゆめ豆腐班では、昨年に引き続き豆腐の製造・販売を行いました。収入増を目指して、品質の向上や、共同生活住居の協力を得て、販売強化に取り組むことができました。新商品の自宅で簡単豆腐セットも真空パックを活用して販売することができました。しかしながら、売上げを伸ばすことにつながりませんでした。その要因としては、杖立温泉の旅館からの注文が昨年より減っていることや、スタッフの入れ替わりがあり職員数不足のため製造数・配達エリアが減ってしまったことが要因になっています。現在、約40万円／月収入となっており、事業開始時の目標の600,000円までは厳しい状況になっております。今後、目標を達成するためにより一層の品質の安定、営業力の強化が必要になっています。
今年度は、1名の利用者が豆腐班での経験を活かして、就労継続A型、陽なたぼっこにて働かれるようになりました。
原料においては、農福連携で取り組まれている農業班の作った大豆（すずかれん）が豊作だった為、100％すずかれんで豆腐製造ができています。しかしながら、今年度から小国町外でのすずかれんの栽培は少なくなっています。そのため、小国郷での収量次第で100％すずかれんの豆腐かすずおとめ（すずかれんのお母さん）とのブレンド豆腐（親子豆腐）の取り組みになることが見込まれます。
（小国のゆめブランド）

小国のゆめブランドの商品開発に取り組んだ一年でした。
既存の小国のゆめ豆腐や油揚げ等のほか、小国のゆめの豆腐を練り込んだ「豆腐シフォンケーキ」、濃厚な小国のゆめ豆乳を使った「豆乳プリン」、ＯＥＭ提携ですずかれん大豆を100％使用した「小国のゆめ味噌」、廃棄処分していたおからを再利用した「おから茶」、さらには、すずかれん大豆を使った「納豆」を現在試作中です。商品パッケージも統一したデザインにして、どれも自信を持ってお勧めできる商品に仕上がっています。
6次産業化の取り組みが評価され、地域づくり夢チャレンジ推進事業県知事表彰を受けた際に蒲島知事に豆乳プリンの試食をして頂きましたが、大変好評でした。
また、今年度は小国町中尾地区でたった一つの農家で守られてきた「おぐに黒大豆」の商品化も行いました。農家の高齢化で栽培する農家が減り、途絶えそうになっていた在来品種の大豆を、この小国町に残していく取り組みです。
（4） 地域交流支援　広報啓発活動
　悠工房内の陶芸や木工作業所において、保育園などとの交流が行われました。作業所での地域住民との交流を促進する為、地域通貨を活用した取り組みも行われています。また、小国町の福祉の祭典として定着した「第26回ふくし夏ま　つり」が開催され、他の福祉施設からの出展もありました。保育園児等とは、遠足やボッチャという競技を通した交流会も開催されました。
共同生活住居での近隣住民との交流は、地域の行事（花見など）に参加、「大豆工房小国のゆめ」の豆腐や揚げを配り、入居者と共に地域住民への日ごろの感謝を届けました。
その他、当事者グループ「どげん会」の活動を支援し、地域で生活する障がい者の交流を通して、地域生活への意欲と安定を育むことができました。
【広報委員会】

令和元年度は今まで以上に「悠愛を知っていただく」ことを念頭に掲げ、利用者の方の生活が垣間見える記事や、各事業所の活動内容を掲載しました。
悠愛という施設名だけではなく、悠愛での生活の様子、事業所で利用者と共に取り組んでいる活動、製品の紹介など、家族をはじめ、地域の皆様にも悠愛のことを周知できるような記事の内容の掲載に取り組んできました。
職員への記事依頼については、同意書の内容の確認をしないまま写真撮影をする場合、同意書の内容によっては掲載出来ない写真もあり、せっかくの記事が掲載できなくなることなど、職員への意識付けが不足していることも感じ、会議の場で職員への周知をおこなうなどしてきました。また、利用者が楽しまれている様子や真摯に取り込まれている様子がわかる写真・記事を作成して頂くように、再度職員に依頼も行いました。
広報委員会の開催時期も検討し、機関誌の記事がリアルタイムなものとなるよう今後も記事集めを行っていきます。
【送迎サービス】

1 車両管理
車両の増加(20号)があり、25台の日常の利用がある状況であった。
車両管理は一元の管理が行われているわけではなく、車両ごとに管理形態が違っている。(保有、リース、レンタカーがあり事業所にて管理しているものもある状態)

車両は特定多数の職員が乗車するため、車両状態の管理が十分でないことが生じやすい面がある。車両故障については大きなものが4件あった。バッテリーの不具合、事故によるドアの破損、ステアリングの不具合、ダイナモの不具合、うち1件は利用者送迎中に動かなくなる事態であった。
車両事故については業務中6件(令和2年1月24日現在)、内訳はバック時4件、離合時1件、きり返し時1件。対車両との事故及び人身事故はなかった。また、運転操車中に利用者への注意が生じたまま操作を行い事故につながったケースがあった。
ひどい汚れ(外見)での日常的な利用はなかったが、車両内の清掃は十分ではなかった。洗車は特定の職員のみであった。
現在の車両は大きな破損個所は見受けられないが、小さな傷はたくさん見受けられる。
可能な限り修理する方が望ましい。
車両トラブルなど緊急の対応のため、他業務に支障が生じる場面もあった。
2 送迎サービス
新年度すぐの時は送迎時間の変更があり、一部送迎に混乱や送迎の漏れが生じることもあった。改善策として、書面での情報確認を実施するようにした。
送迎員のみなさんは利用者ごとに必要な援助と朗らかな声掛けを心がけていた。
体調がすぐれない方のためその後の送迎に支障をきたす場面があった。　担当職員、サービス管理責任者と相談しながら改善を図ったが、現在利用を控えている状況である。
副主任の配置で送迎員の休みに代送迎の体制が取れた為、スムーズな業務
の運用ができた。
一方で固定業務がある為、他部署職員の協力があり、送迎サービスが実施
できる状況であった。
日常送迎以外のイレギュラーにもできる限り対応した。
利用者状況の変化についてサービス管理責任者からの相談で、細やかな対応ができたケースもあった。
送迎利用者も増えてきているので、全体的な送迎体制の見直しが必要である。
児童の方の学校長期休業期には送迎サービスの量の増加があり、車両の不足が生じていた。
3 安全運転教育について
業務中の事故以外に私用事の事故が多く聞かれた。(正確な把握はなし)中には長期の入院を伴うものもあった。私たちの仕事の中ではリスクマネージメントの考え方の導入が行なわれてりますが、私用事においても安全運転を心掛け、リスクを減らす事が必要であった。
（5） 地域移行支援（自立支援）　共同生活住居
【サービス管理責任者総括】

令和元年度は春に一つのGHが終了し、別の場所に一つ新設されたため、GHの総数は20か所と変わりありませんが、利用者数は92名となりました。
　健康管理について、今までは地域で行われる住民健診を利用していましたが、今年度は別途検診を依頼し悠愛で受けることができました。その結果、要検査の紹介状も多く出ましたが、その後病院で詳しい検査を受け、ほとんどの人が大きな問題はなく経過観察となっています。その一方で重大な病気をされ入院生活や、治療を受けた方もおられます。年齢や性別にかかわらず、健康管理や病気の対応が必要であると改めて問題提起された年でした。
　交通安全について、電動アシスト付き自転車が普及し、多くの方が利用されるようになりました。これを機に交通安全への意識向上を目指し、警察の方に協力していただき、交通安全教室を実施することが出来ました。
　自立生活支援センターも稼働しており、専任職員を配置し、地域で生活されている方の支援に取り組んでいます。
　当事者ｸﾞﾙｰﾌﾟどげん会の活動も続いており、季節ごとのイベントや旅行に多くの方が参加されました。今年の旅行は2泊3日で行われ、USJや吉本など大阪を満喫されました。既に来年の旅行を楽しみにされ、日々の暮らしの原動力となっています。
（6） 事故再発防止対策（リスクマネジメント）令和2年2月現在
	6． 
	第一悠愛
	　　　　　第二悠愛

	事故
	他害行為による怪我（パニック含）　　　　　
	　4件
	他害行為による怪我（パニック含）
	17件

	
	物損（破壊等）・暴力・暴言
	　2件
	転倒等による怪我（発作含む）
	　6件

	
	転倒等による怪我（発作含む）
	　1件
	ガラス等物損破壊・怪我
	　4件

	
	誤薬・服薬管理
	　1件
	自傷による怪我・自殺企図
	　1件

	
	公用車破損事故
	　1件
	誤薬・誤飲・服薬管理
	　3件

	
	無断外出（行方不明）
	　2件
	公用車破損事故
	　8件

	
	拘りによる危険行為・怪我
	　1件
	嚥下事故
	　0件

	
	自傷による怪我・自殺企図
	　3件
	行方不明（飛び出し）
	　4件

	
	
	
	危険物管理・窃盗（物品管理）
	　4件

	
	
	
	体調急変
	　1件

	
	
	
	火災（自家用車）
	　1件

	
	
	
	セクハラ・パワハラ（暴言など）
	2件

	
	合計
	15件
	　　　　　合計
	51件

	ヒアリハット
	無断外出（行方不明）
	　1件
	行方不明（飛出し）
	　9件

	
	飛出し
	　1件
	転倒など
	　1件

	
	連係ミス
	　　件
	服薬管理
	　1件

	
	服薬管理
	　1件
	悪戯・侵入・危険行為
	　5件

	
	物損（破壊等）
	　1件
	物損（破壊）
	　1件

	
	
	
	体調急変
	　1件

	
	
	
	嚥下事故
	　1件

	
	
	
	他害行為（パニック含）
	　4件

	
	　　　　　合計
	　4件
	　　　　　合計
	23件


令和2年度1月現在、サポートセンター悠愛全体で、事故が66件（内車両事故9件）、ヒヤリハット27件の報告があっています。平成30年度（事故49件・ニアミス6件）と比較すると、事故17件・ニアミス21件も増えています。事故の内、15件は通院（精神科含む）に至っています。救急車の出動要請は3件ありました。警察が出動又は保護した事故は、6件（内2件は窃盗事件）。新規利用児・者の事故・ニアミスは2件ありました。特に、令和元年度は、事故の内31件が、強度行動障がいに起因するパニックによる他害・自傷・物損等になっています。全体の46％にもなり、危機管理上の大きな問題になっています。第一悠愛の事故やニアミスが、平成30年度（8件）に比べて2.3倍になり、警察の介入も多かった理由は、児童の強度行動障がいに起因する事故・事件が増えたためです。第二悠愛での受傷・怪我の原因も、強度行動障がいに起因しています。今後、強度行動障がいによるパニックの予防や対応策について、研修等を充実させて援助技術の向上が必要になっています。自傷・他害行為による事故等は、利用者の高ストレスに起因する場合もあり、中には本人の意思確認が十分でなかったために事故を誘発したと思われるケースもありました。拘りや問題行動に対して、短絡的に禁止することはより強い欲求を誘発することがあります。また、必要以上の抑制や拘束などは、虐待につながることが危惧されます。本人の意思決定支援を優先し、最善の利益を追求するという姿勢を堅持しながら、強度行動障がいの軽減に努めていく必要があります。

更に、強度行動障がい者の他害行為や破壊行為については、医療機関や保護者との連携を密にする必要があります。利用者の障がい特性に起因する場合が多いとはいえ、利用者の安全な環境を整備する事は、施設側の重要な責務であり、今後の再発防止対策が必要です。医療機関等との連携と共に、本人の意思確認や満足度の向上など適切な福祉サービスの在り方も必要になります。

　パニック時においては、自己及び他者に危険が及ぶ可能性が高い場合は、本人を一時的に安全な場所に移動させ、安定するまでは職員が見守る必要があります。場合によっては、他の職員の応援が必要なケースもあることから、放送無線システムを利用した緊急対応マニュアルを整備しています。

　また、何よりも大切なのは、パニックの防止です。パニックは、何らかの原因がある場合が多く、その要因を出来るだけ排除する生活環境の構造化が必要です。また、閉塞的な生活環境は、精神面の不安定を誘引する事が多く、生活と活動を分離して生活のリズムを分かりやすく整備する必要があります。そのことが、精神面の安定やパニックの軽減につながると考えられます。パニックが予測される状況になった場合は、暴力が向かう対象者を避難させるか、職員の目の届く場所に待機させる必要があります。

　但し、安全や健康を第一に考えるあまり、必要以上に生活や活動を制限してしまう事は、パターナリズム（保護主義）に陥り別の人権問題に関わります。本人の活動支援を通して、精神状態を把握しながら、虐待にならないように必要な場合のみ一時的な制限を課すことが、福祉に携わる職員の援助技術でもあります

その他、危機管理委員会を毎月開催し、朝礼や職員会議で再発防止策を周知する取り組みが行われています。

（7） 保健関係
健康診断１回目（春）は、第一悠愛入所者は学校健診で、第二悠愛入所者は５月１３日に実施。２回目（秋）は１０月３１日に熊本県総合保健センターの移動健診車を利用し施設内で実施しました。
　歯科検診は、第一悠愛入所者は学校健診で、第二悠愛入所者は６月６日に実施しました。インフルエンザ予防接種は希望者のみ（74名）１１月１１日に施設内で実施しました。

　通院件数は

	
	内科系
	外科系
	皮膚科
	耳鼻科
	眼科
	歯科
	精神科

	第一
	９人

１１回
	４人　　　８回
	７人　　　１０回
	７人　　　１２回
	０人　　　０回
	１１人　　　２６回
	７人　　　３１回

	第二
	１２人　　３３回
	１２人　　２３回
	１０人　　　２１回
	６人　　　１０回
	２人　　　２回
	１４人　　　５１回
	４人　　２６回


　第一悠愛が４５名で９８回、第二悠愛が６０名で１６６回（４月～１月１５日）病院受診をしています。第一悠愛では、昨年同様に思春期・情緒外来への定期受診や不穏時の受診のため、精神科の受診回数が多くなっています。
　第二悠愛では、内科系で１２名３３回受診をしていますが、貧血で造血剤内服者が３名おり定期的受診をしたため受診回数が多くなっています。

歯科は、歯石を除去してもらったため回数が増えています。精神科は、外来受診をした人数を表に記していますが、第一悠愛２名と第二悠愛２６名が嘱託医の往診で毎月診察を受けています。

今年度は、インフルエンザ罹患は１名のみ、感染性胃腸炎の発症もありませんでした。（１月１５日現在）

骨折等の大きな怪我もありませんでした。

　入院は、第一悠愛２名が、精神科の入退院を繰り返しました。第二悠愛は１名が大腸憩室炎で小国公立病院に入院をしました。

　通所利用者のサービス利用中の受診は、７名１７回でした。骨折や怪我、発熱が主な症状です。

　救急搬送（入所事業）はありませんでした。

（8） 給食関係
・嗜好調査　 年1回のアンケート調査、聞き取り調査
・観　　察　 食事時の見回り、昼食は活動センター、作業所の見回り

・調理実習　 利用児・者参加の調理実習を行う

・残　  食 　残食状況については、毎日記録し次回献立に反映

・行 事 食　 誕生会・お弁当の日/毎月、花見、焼き肉会、観月会、クリスマス会、餅つき、鍋の日

セレクトメニュー(随時)

栄養マネジメントに伴い看護師、相談員、支援員と情報を共有して計画を作成し、確実に行えるよう努めています。毎月の体重測定や、食事摂取を確認しています。BMIが適正範囲になるように計画に反映しています。
食事内容については、「手作り」を根底にし、調理員の方と協力をしながら、季節感があるように配慮しました。見た目も重視し喜んでもらえるように心掛けています。嗜好調査の結果や給食委員会も踏まえてメニューに取り込んでいます。
セレクトメニューも取り入れ、嗜好の調査や、選ぶ楽しみに繋げています。セレクトメニューの内容については、給食委員会、調理室会議でも検討しています。満足度の向上に繋がれば良いと思います。
取組みとし、利用児・者参加の調理実習を行い「作る楽しみ」「食べる楽しみ」を感じてもらい充実した生活が送れるように努めています。利用者のいつもにない一面が見られることもあります。とても良い体験だと感じます。これからも期かいを見つけて取り組んでいきたいと思います。
食事形態においても、嚥下機能などを考慮し個人に合った形で提供できるように多職種の方々と連携して栄養計画を作成し、実行していきます。利用児・者様の体調に合った代替え食、アレルギー除去食、食事形態の変更にも対応しています。児童においては成長にあった食器等の調整を行い、誤飲・誤嚥の無いよう考慮します。
環境整備の点では、異物混入の無いよう注意し、破損している食器等の交換を行っています。利用者様の食事摂取についても直接関わる支援員と連絡を密に行い対応しています。また、今以上に調理職員も利用者様を把握するため、食事時の関わりが重要になっています。
また、危機管理面で施設の備蓄食は確保していますが、非常時において実際に職員全員が行動し提供できるよう周知していかなくてはなりません。緊急時の対応を確認する必要があります。

仕入れに関しては地産地消と食の安全が問われる今日、町内での仕入れを基に、在庫管理を徹底します。

食事により季節を感じていただき、旬のものを取り入れ、美味しく安全に、また施設内においての食事の楽しみを増やしていただけるよう心掛けたいと思います。

（９）　防災安全関係
（年間目標）　　
人命の安全確保　及び　防災意識（地震を含む）の向上のための訓練

【令和元年度総括】

本年度も毎月避難訓練を実施してきました。表のように毎回、想定時間帯や出火場所を変え、出火場所により避難場所が変わることなどを意識してきました。利用者へは火災報知器、非常ベルの音への恐怖感に慣れるよう、また避難誘導をする職員の指示を聞き落ちついて行動できることを目的としました。職員に対しては、火災報知器の音に慣れ、落ち着いて出火場所の確認、初期消火、消防署への通報へとスムーズに動けるようになることと、その間の利用者への対応の仕方を訓練してきました。10月には消防署職員に立ち会いを依頼し、夜間の総合訓練を実施しました。避難訓練後に水消火器を使っての消火訓練。地元地域の消防団の協力をいただき、夜間の避難訓練を行う事で、悠愛内の夜間の様子など見ていただき、夜間帯の夜勤者や当直者、管理当直者それぞれの動き方の確認をしています。
　今年度は大きな災害や事故などはなく過ごすことができました。しかし普段からの備えは大事です。災害時に多目的ホールを避難所としていつでも解放できるよう準備を怠らないようにしました。また、各事業所での避難訓練や、緊急連絡網も整備しました。

　避難訓練は毎月行い、ベルの音で利用者も職員もパニックにならないようにしてきました。しかし、慣れてきた反面、マンネリ化しているところも見られました。これからもいつ、何があるかわかりません。常に緊張感と危機感を持ち、事故災害に備えていきたいと思います。

令和元年度避難訓練実施表
	実施日/火元、計画
	訓練内容
	実施時間
	反省

	4月17日

火元・悠希寮

　　　　乾燥室
	初期消火

避難訓練

通報訓練
	15：30～16：00

日中想定
	1次避難・2次避難共に

スムーズに行動できた

	5月15日
火元・くれぱす

（福祉避難所）給湯室
	初期消火

避難訓練

通報訓練
	15：30～16：00

日中想定
	１次避難、２次避難共にスムーズに行動で来たが火災受信機の復旧に時間が掛かり検討が必要と考える。

	６月19日

火元・本館厨房
	　初期消火

　避難訓練

通報訓練　


	15：00～16：00

日中想定
	第二悠愛は胃腸炎蔓延に伴い計画を変更して第一悠愛のみの訓練を行う。

	7月30日
緊急連絡網による夜間通報も招集訓練
	一斉メール発報訓練

　緊急連絡網

　招集訓練


	19：00～19：30

夜間帯想定
	緊急時の職員一斉メールを使い、発信時から職員の到着までの時間計測し危機管理対策を行う。

	8月21日
火元・

そよかぜ寮台所
	初期消火

避難訓練

通報訓練
	15：30～16：00

日中想定
	全館放送が各棟に明瞭に聞こえ素早く行動から非難が行えた

	9月18日
火元・来未寮乾燥室
	　初期消火

　避難訓練

通報訓練
	15：30～16：00

日中想定
	非常ベルの復旧に時間が掛かった為に課題として誰でも使えるように周知する必要性感じる

	10月16日
火元・

くるみ寮洗濯室
	夜間総合訓練

初期消火

避難訓練

通報訓練
	19：15～20：00

夜間想定
	夜間総合訓練として、消防署や各消防団に協力依頼行う。非常危機の操作に不安が残った為に、再度確認していく。マニュアルの作成と講習を行っていくなど課題が残っています。

	11月20日
火元・

本館：厨房
	初期消火

避難訓練

通報訓練
	15：30～16：00

日中想定
	本館厨房からの出火想定・通報から避難までスムーズに行えています

	12月18日
火元・悠工房・

休憩室ストーブ

来未寮　

火災時のDVD鑑賞
	初期消火

避難訓練

通報訓練

火災のDVD鑑賞
	13：30～14：00

日中想定

16：30～17：00
	・避難場所が屋外の事もあったが、1次・2次共にきちんと伝達が出来ておりスムーズに行えた

・内容がアニメになり子供たちでもわかりやすい内容になっていた事もあり理解が深まったと感じた



	１月15日
福祉避難所

1月24日

　GH職員

　火災DVD鑑賞
	初期消火

避難訓練

通報訓練

火災のDVD]鑑賞
	15；30～16；00

日中想定

10：00～12：00

13：00～15：00
	日中を想定して訓練実施。避難はスムーズに行えています

2回に分けＧＨ職員への火災についてのＤＶＤ鑑賞実施しています

	2月19日

火元・

活動支援センター
	初期消火

避難訓練

通報訓練
	13：30～14：00


	コスモス班は作業室入口から屋外へ避難　　　　　

つくし・がまだし・ひまわり班は昇降口から避難　　　　　　　　　　　　　　

・2Ｆすみれ班は体育館から屋外へ避難していますが落ち着いて避難まで行えています

	3月19日

出火・

悠希寮　乾燥室
	初期消火

避難訓練

通報訓練
	15：30～16：00
	避難誘導～人員確認までスムーズに行えています。


（１０）　職員研修
福祉施設では職員の人材育成、意識向上がとても大事となります。悠愛では、施設内研修、施設外研修、自己啓発研修があり、研修委員会では、主に施設内研修を計画し、実施しています。今年度は研修の名称が変わり、社会福祉法人小国町社会福祉協議会「職員スキルアップ研修」として、サポートセンター悠愛のみならず、社会福祉協議会全体に広く参加を呼びかけ、援助技術の取得研修会を行いました。内容は支援技術のみならず、人権の意識向上や感染症対策、危機管理、虐待防止についてなど多岐に渡ったものでした。また、29年度より研修の行われる日を金曜日の19：15からと翌日の土曜日10：00からの2回行うようにし、100人を超える職員が研修を受けていただくことができました。しかし、虐待による運営改善勧告を受け、処遇に対してのクレームもあった事実を各人が重く受け止め、今後も積極的に研修を続け、組織全体の技術の向上・意識の向上に取り組んでいきます。
〇令和元年度実施研修
	日　付
	講　　師
	内　　　　　容

	５月17日（金）
　　18日（土）
	尚絅大学短期大学部　　　　　　准教授　竹下　徹氏　　　　　
	虐待防止研修

	6月14日（金）
　　15日（土）
	くまもと江津湖療育医療センター
土屋　さおり氏
	児童愛着障がいについて

	7月19日（金）
　　20日（土）
	Office　Isimoto 　　　　　　　　代表　石本　純也氏
	法令遵守・人権擁護研修


	8月16日（金）
　　17日（土）
	オン・ストレングス
代表　丸本　昭氏
	ホワイトボードミーティング研修①

	9月6 日（金）
　　７日（土）
	オン・ストレングス」
代表　丸本　昭氏
	ホワイトボードミーティング研修②

	10月4日（金）
　　 ５日（土）
	ＢⅬＳくまもと
　　　岩永　留美氏
	感染症予防研修

	11月８日（金）
　　９日（土）
	Office Isimoto 

代表　石本純也氏
	職業倫理研修

	12月20日（金）
　　21日（土）
	障がい者支援施設　三気の里
松本　慎太郎氏
	強度行動障害について

	1月31日（金）
2月1日（土）
	九州看護福祉大学
助教　緒方　浩志氏
	精神障害の服薬支援


	2月14日（金）
	済生会なでしこ園
施設長　勝本　映美氏
	利用者処遇及び個別支援の在り方

	3月6日（金）
　　7日（土）
	いずみの里ASプラン
管理者　松田　修氏
	高齢者介護支援技術研修


〇令和元年度実施研修・施設内研修
	日　付
	講　　師
	内　　　　容

	4月1日(月)
	サポートセンター悠愛会長・統括施設長他
	新任職員研修

	７月　５日(金)
	阿蘇広域消防北部分署
	普通救命講習Ⅰ

	７月10日（水)
	阿蘇広域消防北部分署
	普通救命講習Ⅰ

	1月15日（水）
	阿蘇広域消防北部分署
	普通救命講習Ⅰ


（１１）　人材育成委員会
職員及び関係者の支援スキルの向上と専門性を学び虐待防止の意識を再確認することを最重要課題として委員会をあげて発信と取り組み行った事について報告いたします。
主な活動記録を表(1)に挙げています。
活動記録　表(1)

	月
	お　も　な　取　り　組　み

	4月　
	平成３０年度　意識調査アンケート実施

	5月　
	虐待事例ピックアップ第一クール『食事について　発散①』各グループ
●自主勉強会『お金と福祉サービスについて』

	6月　
	虐待事例ピックアップ第１クール『食事について　発散②』各グループ

	7月　
	虐待事例ピックアップ第１クール『食事について　発散①』各部署
●自主勉強会『分からないことは？』新人教育について

	8月　
	虐待事例ピックアップ第１クール『食事について　発散①』各部署

	9月　
	虐待事例ピックアップ『食事について』全体報告会・目標発表会

	10月
	虐待事例ピックアップ第２クール『制限について　発散①』各グループ
●業所見学『菊愛会』　２グループ（各２０名参加）

	11月
	虐待事例ピックアップ第２クール『制限について　発散②』各グループ
●事業所見学を終えて反省会・意見交換会

	12月　
	虐待事例ピックアップ第２クール『制限について　発散①』各部署
●自主勉強会『困っていること、必要なこと』

	1月　
	虐待事例ピックアップ第２クール『制限について　発散②』各部署

	2月　
	虐待事例ピックアップ『制限について』全体報告会・目標発表会
●自主勉強会『ビジネスマナー初級編』

	3月　
	●人材育成・メンター制を振り返る


人材育成検討委員会における議論の中、平成31年度（令和元年）基本的取り組み活動内容の柱として以下について報告いたします。
1 虐待防止に向けた職員の共通理解と意識改革
2 実習生や新任職員、異動になった職員に対する教育制度　
3 福祉施設職員である前に一社会人として必要なこと
4 他法人事業所のから学ぶ（施設見学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上①から④これら4つの取り組みを今後行っていく事が決まりました。また職員面談の中で「スキルアップ研修より、もっと初歩的な勉強会があれば良い」という職員の意見があったことを知り、こういった職員の前向きなニーズを実現すべく現在も職員間における勉強会を継続して実施している。
　まず①については『虐待防止』というキーワードを最重要課題とし、このことを未然に防ぐためには職員間の認識のズレであったり、他業種からの転職であったり、専門性スキルが十分備わっていないなど様々な原因があると考えられることから、施設全体の取り組みとして月に一回の全体会議の場においてグループ分けを行い各テーマから自由に自分の意見を出し合い、部署に持ち帰り再度、話し合いの場を設け、問題点、課題→「改善点」→「支援目標」を立て全体の場で部署ごとに発表し共通認識を深めていった。②昨年からの取り組みを引き継ぎ、対象者を設定し各部署の主任との間に立ち進捗状況を見守り報告を行っている。必要に応じて主任主導で修正、指導を発信して頂いた。結果的に改善できた面もあるがまだ、「メンター制度」として上手く進行できていないという点が多く見受けられた。③について『私たちは福祉施設職員である前に、一社会人だ』当たり前のようだが今現在、当たり前のことが当たり前に出来ているのか？社会人として最低限のビジネスマナーを見失ってないか？という点から人材を育成するにはやはり、きちんとした環境（ビジネスマナー）を伝えていく必要があると考えられたことから、容姿（髪型、服装、）喫煙マナー、挨拶、運転マナー等が問題点として挙げられた。現状報告すると共に主任、管理者からの注意を行って頂いた。部分的に一時的改善は見られたが現在も不十分な点が多く見られ、粘り強く改善に向けて働きかけていきたい。④ついて、他事業所見学と称して『菊愛会』の各事業所に見学に行かせていただきました。事前に希望を募ったところ昨年以上の希望があり選考し２日間に分けて職員２０名の参加がありました。　入所施設の環境整備の在り方や強度行動障がいの支援のあり方、事業展開等、熊本県では勿論、全国でも最先端の支援体制を目の当たりにして大変勉強になりました。その他、自主勉強会については「どげんかする会」と会の名前を決めて昨年度より毎月1回2時間程度の内部学習の時間を作りました。講師は職員が務め、毎回20名前後の参加がありました。支援者の意識や質の向上が利用者のQOLの向上やひとりひとりの自己実現に向けた動きへと繋がっていくことを目的とした取り組みの一環となりました。
（１２）　衛生委員会
衛生委員会では、職場巡視、健康診断、ストレスチェックの実施その結果を産業医に診ていただき職員の健康状態の把握や指導を行っています。
　今年度は、労基法に準ずる内容で、職員の健康診断を、５月１３日と１０月３１日実施しました。その結果を、産業医に診ていただき再検査の必要な人への指導を行いました。
　春の健康診断を、協会けんぽの助成を受けて実施をしましたので、協会けんぽより９月６日に生活習慣病予防指導に来ていただきました。対象職員１０名。
　１０月には、ストレスチェックを実施しました。高ストレス者（２２名）は産業医との面接希望者は１名でした。
今年度も、施設よりインフルエンザ予防接種料の助成金を出していただきましたが、職員の接種率は１００％ではありませんでした。
（１３）　相談支援・関係機関ネットワーク
第二悠愛相談支援センターは、専任の相談支援専門員４名を配置し、障害福祉サービスについての相談や利用調整、医療機関との連携や通院支援、就労移行支援、成年後見制度や権利擁護事業の手続き支援、障がい基礎年金の申立などの相談支援が実施されました。相談支援専門員を各方面（児童、在宅、共同生活援助、施設入所）に専任となる相談支援専門員を配置することでスムーズな業務遂行を実施しております。情報共有の観点から週に1回、第二悠愛相談支援事業所ケース会議を実施して利用者の状態や支援状況の確認を行っております。また、相談支援専門員が一人で悩みを抱え込まない様に連携を図れる機会となっております。
今年度は「生計困難者レスキュー事業」対象が1件でした。今回は未就学児が2人いる母子家庭の支援であり、今までの対象者とは必要な物が違い非常に難しい支援となりました。今後の生活に目途を立てるには本人の就労支援だけでなく未就学児への支援も必要であり、より多くの関係会機関と連携を図り対処していく必要がありました。
今後も貧困者への支援を引き続き実施していくと共に地域に潜在している対象者の表出に向けて関係機関と協力をして事業を展開していきます。
一般相談においては精神疾患を罹患されている方への情緒面の安定を図るために電話や訪問にて不安の解消に努められるように支援を行いました。
今年度も新規の利用者の受け入れを積極的に行い、障害児者を併せて20名を超える方を障害福祉サービス利用へと繋げる事が出来ました。また、障害福祉サービスを利用されている方が他のサービス利用への調整等にて本人支援だけでなく家族の負担軽減にも取り組みました。
地域ネットワークの推進・活性化の側面から鑑みて小国郷内の行政・医療・福祉・社会福祉協議会等と連携を図り、スムーズな支援が行われるように情報の共有を目的に設立された小国郷医療福祉安心ネットワークへ第二悠愛相談支援専門員の参加にて顔の見える交流が図れることで相談しやすい環境が整ってきました。今後も定例会やフォーラムに参加をする事で小国郷内のネットワークの一員として責務を全うしていきたいと思います。

相談支援事業所間での連携においては、熊本県相談支援事業所連絡協議会研修会に積極的に参加を行い、可能な限り情報交換会へ参加することで他の事業所との連携を図っております。また、阿蘇圏域でも定期的に会議が開催されており常時、出席する事で状況の把握および連携を図っております。
（小国町地域活動支援センター）

小国町地域活動支援センターにおいては専任の職員が配属されたことにより、活動内容に幅が広がり充実したものとなっておりました。一時活動が停滞することもありましたが、担当職員が変わり利用者の希望を反映した各運動・外食・買物プログラムが実施されました。まだ昨年ほどではありませんが、一通りの活動に繋がったと思います。今後は更なる利用者の希望を反映できる様に取り組んでいきたいと思います。
また体調や身体・精神状態等で日中活動への参加が難しい方にとって安心して過ごせる場所として確立されており、専属職員の丁寧な関わりや毎朝の体操や散歩などを通じて対象者の生活リズムを整える要因となっております。福祉サービスを利用されている方、そうでない方にとっても「誰もが安心して過ごすことができる場」として定着できていると思います。
（１４）　事務関係
特筆すべきものはなかったが、造成工事において社協本部との連携ができずにスムーズに進めることが出来なかった。
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